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CONTENTS表紙説明
　８月20日、町青年連絡協議会（福島悟会長）主催の「サマー
フェスタinスギラ2011」があった。
　多彩なステージで盛り上がる中、注目を集めたのはステージ出
場者や観客も参加した「スギラ合唱団」による『Oh Happy Day』。
　ミュージカル映画『天使にラブソングを･２』で世界的に知ら
れるゴスペルソングを、それぞれが思い思いに表現していた。
　企画した栄忠則さんは「今回は70人だったが、来年からは子ど
もらも含めてもっと増やしたい。続けていけば“一万人第九”のよ
うに、この歌を大勢で歌いたい全国に数多くいるファンが口コミ
で集まり、“一千人Oh Happy Day”となって喜界島のアピールもで
きるのでは」と期待している。

9
本 町 は「 日 本 で
も っ と も 美 し い
村」連合に加盟し
ています。

　 Oh Happy Daaaaaay ! ! ! ! ! !

♩

♪

♬
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平成24年度幼稚園新入園児募集について平成24年度幼稚園新入園児募集について

九州統一マイバッグキャンペーンを実施します九州統一マイバッグキャンペーンを実施します

１　受付日・受付時間

　　　　平成23年10月25日（火）14：30〜16：00
　　　　平成23年10月26日（水）14：30〜16：00
　　　　※ 湾幼稚園は２日間実施、他幼稚園は
　　　　　 25日（火）のみ実施します。

２　受付場所
　　　　各幼稚園

３　幼稚園名
　　　　☆ 喜界町立あゆみ幼稚園
　　　　　 湾幼稚園、荒木幼稚園、上嘉鉄幼稚園、坂嶺幼稚園、滝川幼稚園
　　　　☆ 喜界町立のぞみ幼稚園
　　　　　 阿伝幼稚園、早町幼稚園、志戸桶幼稚園、小野津幼稚園

４　対象児　平成18年４月２日〜平成20年４月１日生まれ
　　※ 現在、幼稚園に通園しているお子様につきましては、受付の必要はありません。
　　　 くわしい内容については、各幼稚園へお問い合わせください。

　県では，昨年に引き続き，九州７県（沖縄県を除
く）共同で「九州統一マイバッグキャンペーン」を実
施します。
　買い物の際に，レジ袋の使用をひかえ，マイバッグ
を利用する行動が，ごみの減量化や二酸化炭素の削減
につながります。
　この機会に，身近な買い物を通して地球の環境につ
いて考えてみましょう。
　※レジ袋（LLサイズ）１枚あたり，約60グラムの二
酸化炭素の排出量を削減できるといわれています。                                                                                 

期　間：１０月１日（土）〜１０月３１日（月）

（問い合わせ先）県庁廃棄物・リサイクル対策課
電話　０９９（２８６）２５９４
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警察では，次の相談に応じています。
※ 犯罪等による被害の未然防止に関する相談

※ 県民の安全と平穏に関する相談

〜知ってますか？　警察相談　＃ 9110 〜
９月11日は「警察相談の日」

◎ 警察総合相談電話…………………＃９１１０（０９９−２５４−９１１０）

◎ 奄美警察署警察安全相談係…………０９９７−５３−０１１０（内線 224）

※ 専門相談窓口

　 ○ 悪質商法に関すること……………………０９９−２５８−７９４０

　 　（悪質商法相談電話）

　 ○ 性犯罪被害に関すること…………………０９９−２０６−７８６７

（性犯罪被害１１０番）

　 ○ 少年の悩み事やいじめ，非行……………０９９−２５２−７８６７

（ヤングテレホン）

　 ○ 暴力団・薬物・けん銃に関すること……０９９−２５５−０１１０

（企業対象暴力相談電話）

〜警察の　相談ダイヤル　＃９１１０〜

【有料広告】

相談窓口
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夏
ま
つ
り

第
30
回 

喜
界
町

　

第
30
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
は
、
台
風
９
号
の
影
響
を
受
け
、
一
部
の

予
定
日
時
・
会
場
を
変
更
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

８
月
６
日
の
相
撲
大
会
、
７
日
の
ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
や
綱
引
き
、
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー

競
漕
、
演
芸
・
歌
謡
シ
ョ
ー
（
会
場
変
更
）
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
た
も
の
の
、

漁
船
パ
レ
ー
ド
や
婦
人
会
踊
り
は
中
止
。
６
日
予
定
の
歩
行
者
天
国
は
19
日
に
、

７
日
予
定
の
花
火
大
会
は
17
日
に
延
期
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
参
加
者
・
観
客
ら
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
汗
を
流
し
、
歓
声
を
あ
げ
、
大
い
に
夏
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

な
お
、
今
回
は
30
回
目
の
区
切
り
を
記
念
し
て
、『
島
の
ブ
ル
ー
ス
』
で
お
な
じ

み
の
三
沢
あ
け
み
さ
ん
が
歌
謡
シ
ョ
ー
に
特
別
出
演
し
た
。

花火大会（8月17日、撮影：隈崎悦男さん）

相
撲
大
会

８
月
６
日

▲多くの島内外の企業が懸賞を提供 ▲地球を持ち上げる園田裕一郎選手

▲沿道から水をかけられ喜ぶ園児ら

手作りミコシで練り歩いた

▲

▲きわどい勝負！

▲ちびっ子土俵入り
　（来年も参加希望者募集）

ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
・
綱
引
き
大
会

８
月
７
日

▲２−１で湾方の勝利！（写真は赤連方）
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▲今年も爆笑を誘った選手宣誓

▲メーンイベント「手舵の部」は峰山建設 A が
　リベンジを果たした

▲ブイをまわって「あとは直線勝負！」

演
芸
・
歌
謡
シ
ョ
ー
８
月
19
日 

町
体
育
館

お
ま
ち
か
ね
の
三
沢
あ
け
み
シ
ョ
ー

「
さ
す
が
紅
白
歌
手
！
」

▲

▲メーンステージの様子、他にもホコテンの露天や
　イベント、　サブステージなどでも盛り上がった

■
相　
　

撲

【
団
体
】

　

▽
小
学
生　
　

①
早　

町　
　

②
志
戸
桶
A

　
　
　
　
　
　
　

③
荒
木
A

　

▽
一　

般　
　

①
佐
手
久
青
年
団

　
　
　
　
　
　
　

②
上
嘉
鉄
青
年
団

　
　
　
　
　
　
　

③
中
里
ま
り
ろ
う
会

【
個
人
】

　

▽
小　

４　
　

①
照　

賢
将　

②
澄
田
豪
大

　
　
　
　
　
　
　

③
生
田
大
輔

　

▽
小　

５　
　

①
米
田
康
人　

②
瀧　

陽
介

　
　
　
　
　
　
　

③
米
田
健
人

　

▽
小　

６　
　

①
麓
謙
太
郎　

②
勝
本
直
弥

　
　
　
　
　
　
　

③
富
田
春
佳

　

▽
一
般
２
部　

①
野
間
弘
也　

②
澄
田
和
典

　
　
　
　
　
　
　

③
惠　

翔
太

　

▽
一
般
１
部　

①
倉
橋
憲
司　

②
久
保
博
樹

　
　
　
　
　
　
　

③
柳　

常
博

■
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕

【
中
学
生
の
部
】
参
加
２
チ
ー
ム

　

①
荒
木
中
学
生　
　

１
分
37
秒
03

　

②
二
中
野
球
部　
　

１
分
41
秒
30

【
女
子
の
部
】　

参
加
６
チ
ー
ム

　

①
50
年
生　
　
　
　

１
分
43
秒
88

　

②
す
ら
ま
い
ー
ず　

１
分
47
秒
67

　

③
55
年
生　
　
　
　

２
分
04
秒
37

【
固
定
舵
の
部
】
参
加
44
チ
ー
ム

　

①
チ
ー
ム
５
１
０　

１
分
31
秒
58

　

②
八
照
グ
ル
ー
プ　

１
分
35
秒
25

　

③
喜
禎
運
送
店
A　

１
分
37
秒
49

【
手
舵
の
部
】　

参
加
14
チ
ー
ム

　

①
峰
山
建
設
A　
　

１
分
24
秒
08

　

②
自
衛
隊
A　
　
　

１
分
25
秒
28

　

③
岩
切
ジ
ャ
パ
ン　

１
分
27
秒
04

■

競
技
結
果
■

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕

８
月
７
日

早
町
・
白
水
の
八
月
踊
り

▲
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が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
意
識
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
安
心
安
全
な
牛
づ
く
り

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
講
評
し
た
。

  

第
１
部
第
１
席
に
輝
い
た
「
ひ
か
る
」

を
飼
養
す
る
白
水
生
産
牧
場
の
龍
田
勇

樹
さ
ん
は
「
ま
だ
修
行
中
の
身
」
と
前

置
き
し
な
が
ら
「
今
回
の
大
島
地
区
畜

産
共
進
会
は
地
元
開
催
な
の
で
、
他
の

地
区
に
負
け
な
い
よ
う
１
位
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
た
。

キ
ビ
増
産
へ
12
の
取
組
事
項
決
定

ー
第
47
回
糖
業
振
興
会
総
会
ー

　

町
糖
業
振
興
会
（
会
長
、
加
藤
啓
雄

町
長
）
は
７
月
29
日
、
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
平
成
23
年
度
の
総
会
を

し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
加
藤
会
長
は
「
東
日
本

大
震
災
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
も
横
た

わ
る
な
ど
、
取
り
巻
く
状
況
は
不
透
明

だ
が
、
町
の
経
済
の
多
く
を
担
う
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
増
産
に
向
け
た
皆
さ
ん
の
取

　

喜
界
町
畜
産
共
進
会
が
８
月
４
日
、

町
家
畜
セ
リ
市
場
で
開
催
さ
れ
、
農
家

ら
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
計
42
頭
の

子
牛
が
３
部
門
に
出
場
し
、
審
査
さ
れ

た
。

　

町
畜
産
共
進
会
は
、
育
成
牛
農
家
の

技
術
向
上
や
経
営
安
定
を
目
的
に
年
一

回
開
か
れ
、
各
部
門
の
上
位
入
選
牛
が

大
島
地
区
の
畜
産
共
進
会
に
出
場
す

る
。

　

出
場
し
た
子
牛
は
、
第
１
部
（
メ

ス
10
〜
14
ヶ
月
齢
）、
第
２
部
（
メ
ス

15
ヶ
月
齢
以
上
）、
父
兄
群
（
同
じ
父

を
持
つ
３
頭
）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

体
高
や
体
深
（
胸
の
厚
さ
）、
四
肢
な

ど
の
発
育
状
況
が
審
査
さ
れ
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
、

　

第
１
部
第
１
席
「
ひ
か
る
」（
白
水

生
産
牧
場
）、
第
２
席
「
ひ
さ
ひ
め
２
」

（
豊
原
芳
宏
）、
第
３
席
「
み
さ
き
」（
菊

地
俊
広
）、第
４
席
「
や
す
ひ
め
２
」（
豊

原
芳
宏
）、第
５
席
「
み
ね
１
６
６
」（
ヤ

マ
サ
ン
）、
第
２
部
第
１
席
「
み
つ
ば

ひ
め
２
」（
豊
原
芳
宏
）、
第
２
席
「
か

つ
こ
」（
栄
和
子
）、
第
３
席
「
か
つ
み

の
１
」（
東
野
啓
範
）、第
４
席
「
ゆ
め
の
」

（
栄
禎
二
）、第
５
席
「
み
ね
１
０
７
」（
ヤ

マ
サ
ン
）

　

こ
の
中
か
ら
、「
ひ
か
る
」
ら
５
頭

と
父
兄
群
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た

「
な
な
じ
」（
松
田
淳
一
）、「
ひ
さ
ひ
め

２
」、「
み
さ
き
」、
が
、
県
喜
界
事
務

所
隣
に
９
月
に
完
成
す
る
新
し
い
家
畜

せ
り
市
場
で
開
催
さ
れ
る
、
大
島
地
区

畜
産
共
進
会
（
10
月
19
日
、
本
町
で
は

26
年
ぶ
り
）
に
出
場
す
る
。

　

審
査
し
た
全
国
和
牛
登
録
協
会
鹿
児

島
県
支
部
の
八
重
尾
事
務
局
長
は
「
発

育
・
体
積
が
月
齢
に
応
じ
て
充
実
し
て

お
り
、
産
肉
能
力
が
優
れ
て
い
る
牛
が

出
品
さ
れ
て
い
た
が
、
改
良
性
や
足
元

が
弱
い
も
の
も
い
た
。
ど
の
よ
う
な
牛

組
を
期
待
し
、
ま
た
、
群
島
内
で
も
特

に
高
い
単
収
を
あ
げ
る
皆
さ
ん
の
ご
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
な
ど
と
話
し

た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
第
１
号
議
案
で
昨

年
度
の
事
業
経
過
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
、
第
２
号
議
案
で
今
年
度
事
業
計
画

案
お
よ
び
収
支
予
算
案
、
第
３
号
議
案

で
役
員
改
選
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

た
。

　

第
２
号
議
案
で
承
認
さ
れ
た
事
業
計

画
で
は
、
次
の
12
項
目
の
取
組
事
項
が

確
認
さ
れ
た
、
①
栽
培
基
準
の
遵
守
及

び
適
期
肥
培
管
理
の
励
行
、
②
土
づ
く

り
対
策
、
③
春
植
・
株
出
面
積
拡
大
に

よ
る
増
産
推
進
、
④
病
害
虫
防
除
対
策
、

⑤
機
械
化
一
貫
体
系
確
立
に
よ
る
省
力

化
の
推
進
、
⑥
株
出
管
理
作
業
の
普
及
、

⑦
優
良
品
種
種
苗
の
普
及
な
ら
び
に
地

域
に
適
し
た
優
良
品
種
へ
の
更
新
、
⑧

側
枝
苗
を
活
用
し
た
種
苗
供
給
体
制
の

確
立
、
⑨
作
業
受
委
託
体
制
の
整
備
お

よ
び
推
進
、
⑩
さ
と
う
き
び
共
済
の
推

進
、
⑪
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
反
対
、
⑫
新

規
就
農
者
の
育
成
。

　

ま
た
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
優
秀

集
落
や
高
生
産
・
高
単
収
農
家
な
ど
の

表
彰
も
あ
っ
た
。　

特
攻
艇
格
納
壕
を
保
存
整
備

ー
今
も
残
る
大
戦
の
痕
跡
ー

　

早
町
集
落
の
墓
所
近
く
に
あ
る
、
太

平
洋
戦
争
の
戦
跡
で
あ
る
特
別
攻
撃
艇

「
震
洋
」
の
格
納
壕
が
こ
の
ほ
ど
、
整

備
さ
れ
た
。

　

震
洋
と
は
、
２
５
０
キ
ロ
爆
弾
を
搭

載
し
、
敵
艦
船
へ
の
体
当
た
り
を
目
的

に
開
発
さ
れ
た
ベ
ニ
ア
板
製
の
特
攻
艇

で
あ
り
、
大
戦
末
期
の
皇
紀
２
６
０
４

年
（
昭
和
19
年
）
に
開
発
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
下
二
桁
を
と
っ
て
「
マ
ル
ヨ
ン
艇

（
○
の
中
に
四
と
表
記
）」
と
呼
称
さ
れ

た
。
一
人
搭
乗
の
「
一
型
」
と
二
人
搭

乗
の
「
五
型
」
が
あ
り
、
終
戦
ま
で
に

約
６
０
０
０
艇
が
製
造
さ
れ
、
国
内
や
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シ
マ
の
話
題

ー
喜
界
町
畜
産
共
進
会
ー

ひ
か
る
号
が
第
１
部
第
１
席　
他
８
頭
が
地
区
共
進
会
へ

審査の様子

龍田さんと第１部第１席の「ひかる」

来賓あいさつする上一成支庁農政普及課長

震洋艇格納壕跡（説明板あり）
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中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ボ
ル
ネ
オ
な
ど

の
１
０
０
以
上
の
基
地
に
配
備
さ
れ
た

（
未
配
備
基
地
あ
り
）。

　

な
お
、
小
野
津
集
落
に
も
「
五

型
」
26
艇
が
配
備
さ
れ
た
と
さ
れ
る

第
１
１
１
震
洋
隊
（
後
藤
中
尉
以
下

１
９
０
人
）
が
あ
っ
た
。

　

早
町
集
落
一
帯
に
は
、
第
40
震
洋

隊
（
安
藤
末
喜
大
尉
以
下
１
８
０
人
）

が
配
置
さ
れ
、
同
様
の
格
納
壕
は
複
数

あ
っ
た
。
整
備
さ
れ
た
壕
は
奥
行
き
50

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、「
一
型
」
約
50
艇

が
配
備
さ
れ
て
い
た
。

　

格
納
壕
の
構
築
に
は
、
海
軍
設
営
隊

の
他
、
旧
制
大
島
中
学
校
の
廣
司
常
泰

教
諭
（
第
３
代
喜
界
町
長
）
引
率
の
同

校
生
徒
１
５
０
人
も
勤
労
学
徒
と
し
て

参
加
し
た
。
早
町
国
民
学
校
の
裁
縫
室

を
宿
舎
に
し
な
が
ら
、
24
時
間
２
交
代

体
制
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。

　

沖
縄
戦
終
了
後
、
米
軍
は
次
の
上
陸

地
と
し
て
喜
界
島
を
計
画
し
た
が
実
行

さ
れ
ず
、
連
合
軍
艦
船
の
喜
界
島
接
近

も
な
か
っ
た
た
め
、
同
震
洋
隊
は
、
た

だ
一
度
の
出
撃
も
な
く
終
戦
を
迎
え
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

こ
の
島
に
健
在
の
震
洋
に

　
　
　
　
　

深
く
関
わ
っ
た
人
物

　

坂
嶺
集
落
に
健
在
の
開
貞
一
郎
さ
ん

（
97
歳
）
は
、
震
洋
艇
に
深
く
関
わ
っ

た
ひ
と
り
。

　

18
歳
か
ら
大
阪
で
タ
ク
シ
ー
運
転
手

を
し
て
い
た
開
さ
ん
は
昭
和
11
年
６

月
、
22
歳
で
海
軍
を
志
願
し
、
長
崎
の

大
村
海
軍
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
る
。
翌

年
、
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
日
中
戦
争

が
始
ま
る
と
、
当
時
は
珍
し
い
職
業
運

転
手
の
経
歴
を
買
わ
れ
た
開
さ
ん
は
、

在
外
公
館
の
警
備
や
自
国
民
保
護
に
あ

た
っ
た
海
軍
陸
戦
隊
の
運
転
手
と
し
て

中
国
の
武
漢
や
南
京
に
配
属
。
太
平
洋

戦
争
が
開
戦
す
る
と
、
日
本
軍
の
仏
印

進
駐
（
仏
印
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
領
イ

ン
ド
シ
ナ
。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
）
に
と
も
な
い
、

サ
イ
ゴ
ン
（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
輸
送
部
隊
に
配
属
さ

れ
た
。

　

敗
色
が
濃
く
な
る
と
日
本
陸
海
軍

は
、
神
風
特
攻
隊
（
飛
行
機
）
や
回
天

特
別
編
成
隊
（
潜
水
艇
）、
海
上
挺
進

戦
隊
（
陸
軍
の
特
攻
艇
）
な
ど
、
様
々

な
特
別
攻
撃
隊
を
編
成
し
、
そ
の
中
の

ひ
と
つ
、
震
洋
艇
の
開
発
が
終
わ
る
と
、

横
須
賀
海
軍
工
廠
で
搭
乗
員
の
養
成
が

始
ま
っ
た
。

　

震
洋
艇
は
ト
ヨ
タ
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

の
エ
ン
ジ
ン
と
ギ
ア
を
流
用
し
た
た

め
、
輸
送
部
隊
で
実
績
が
あ
っ
た
開
さ

ん
は
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
教
官
と

な
っ
た
。
軍
の
幹
部
養
成
機
関
を
経
験

し
て
い
な
い
下
士
官
（
上
等
兵
曹
）
な

が
ら
、「
教
官
ド
ノ
」
と
し
て
士
官
（
将

校
）
待
遇
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

長
崎
の
川
棚
海
軍
工
廠
の
訓
練
施
設
へ

異
動
す
る
。

　

大
本
営
が
本
土
決
戦
の
準
備
を
進
め

る
中
、
開
さ
ん
は
鹿
児
島
・
坊
津
（
坊

の
浦
）
の
第
１
２
３
震
洋
隊
へ
と
配
属

さ
れ
る
。

（
輸
送
船
で
佐
世
保
か
ら
坊
津
へ
向
か

う
途
中
、
長
崎
市
沖
で
奇
妙
な
巨
大
雲

を
見
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
８
月
９
日
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
あ
っ
た
）

　

坊
津
に
到
着
し
た
も
の
の
、
輸
送
事

情
悪
化
に
よ
り
、
震
洋
艇
は
未
配
備

だ
っ
た
と
い
う
。

　

震
洋
艇
の
到
着
を
待
つ
開
さ
ん
は
、

同
基
地
で
『
８
月
15
日
』
の
終
戦
を
迎

え
た
。

　

開
さ
ん
は
そ
の
後
、
県
の
指
示
で

３
ヵ
月
ほ
ど
鹿
児
島
市
内
で
過
ご
し
、

名
瀬
を
経
由
し
て
早
町
港
に
た
ど
り
着

い
た
。
そ
の
時
、
エ
ン
ジ
ン
が
取
り
外

さ
れ
た
多
数
の
震
洋
艇
を
、
現
在
の
早

町
郵
便
局
付
近
で
目
撃
し
た
と
い
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

役
場
企
画
課
で
は
「
地
元
で
も
震
洋

隊
の
基
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は

少
な
い
。
島
に
多
く
残
る
他
の
戦
跡
と

と
も
に
、
前
の
戦
争
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
一
環
と
し
て
、
周
辺
整
備
と
説
明
板

の
設
置
を
し
た
」
と
説
明
す
る
。

早町集落墓所近くにある

震洋艇（写真はアメリカ合衆国の著作物、
パブリックドメイン）

利用方法
１．喜界町ホームページにアクセスします（「喜界町」で検索！）
２．一番下にある「携帯情報サービス」をクリックします
３．画面に表示される「QR コード」を携帯電話のバーコードリーダーで読み取ります
４．携帯画面に表示された「防災無線放送」を選択し、「登録は  こちら  から」を選択
５．画面に表示される手順どおりにしたがうと、簡単に登録完了！

「災害情報やいろいろな島の情報を“いち早く”入手しよう！」

ご存知ですか？防災無線を携帯電話メールで受信できます！！

米軍に接収された震洋艇（写真はアメリカ合衆国の
著作物、パブリックドメイン）

↓
こ
ち
ら
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

DoCoMo・au・
SoftBank  3社共通
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

喜
界
島
を
満
喫
し
た
３
日
間
！

　

８
月
９
日
〜
11
日
（
２
泊
３
日
）

に
各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
及
び

次
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
成
す

る
目
的
で
喜
界
町
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
標
記

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
31
名
の

児
童
生
徒
が
参
加
し
、
講
義
や
様
々

な
体
験
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
島
の
自
然
や
文
化

を
学
ぶ
講
義
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
収
集
し
た
貝
殻
や

シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
な

ど
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
発
見
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
く
取
り
入
れ
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
育
成
を
最
重
要
課
題
と
し

て
捉
え
，
今
後
も
人
生
の
基
盤
と
な

る
体
験
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
な
が

ら
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

と
の
良
さ
を
再
発
見
さ
せ
、
地
域
ぐ
る

み
で
青
少
年
を
育
て
る
気
風
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

本
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
、
高
学
年

で
外
国
語
活
動
の
学
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
英
語
へ
の
興
味
・

関
心
が
外
国
語
活
動
の
授
業
を
と
お
し

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
の
「
や
る
気
」
を
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
「
や
る

気
塾
（
特
別
版
）
ア
ダ
ム
先
生
の
英

会
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
応
募
を
し
た
と
こ
ろ
小
学
校
四
年

生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
計
二
十
五
名

の
子
ど
も
た
ち
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。

〜
参
加
者
の
感
想
文
か
ら
〜

　

こ
の
３
日
間
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
通
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や
活

動
の
進
め
方
、
文
化
財
、
人
権
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
学
習
の

中
で
気
づ
い
た
こ
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
普
段
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
で
は
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と

協
力
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
優
勝
も
で

き
、
大
変
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

２
日
間
の
夕
食
作
り
は
、
上
手
に
で
き

る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
美
味
し
く
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

３
日
間
で
私
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
、
友
達
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
最

初
の
日
は
仲
良
く
で
き
る
か
す
ご
く
不

安
だ
っ
た
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
の
名

前
も
覚
え
て
、
と
っ
て
も
気
軽
に
話
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
学
年
の

人
だ
け
で
な
く
、
５
年
生
や
中
学
生
と

も
楽
し
く
話
せ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
学
習
し
た
こ
と
は
、
子
ど

も
会
や
学
校
な
ど
、
色
々
な
場
で
い
た

し
た
い
で
す
。（
抜
粋
）

　
　
　

喜
界
町
立
湾
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸 
田　

夏 

月

　

青
少
年
の
心
の
教
育
や
環
境
教
育
の

一
環
で
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

世
代
間
交
流
を
図
る
と
と
に
ふ
る
さ

　

授
業
は
、
午
前
中
に
小
学
生
、
午

後
に
中
学
生
と
二
部
構
成
で
実
施
し

ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
ら
は
「
英
語

を
た
く
さ
ん
覚
え
て
色
々
な
英
語
を

使
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、

「
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
楽
し
く
英
語

を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
も
っ
て
授

業
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
生
は
、

楽
し
み
な
が
ら
英
語
と
触
れ
合
う
こ

と
を
目
的
に
、
日
常
で
使
う
英
語
な

ど
を
中
心
に
カ
ー
ド
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
で
楽
し
く
学
習
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
、
授
業
の
応
用
を
中
心
に
、

発
音
や
話
し
方
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

こ
の
英
語
教
室
を
契
機
に
、
子
ど

も
た
ち
が
、
ま
す
ま
す
英
語
を
好
き

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

島にある貝殻や
シーグラスでペ
ン立てと写真入
れを創作する岡
本大志君

海浜活動の前に消
防職員から救命処
置の指導を受けま
した。

（スギラビーチにて）

県
子
連
が
県
下
一
斉
に
実
施
！

平
成
23
年
度
喜
界
町
リ
ー
ダ
ー

育
成
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

ア
ダ
ム
先
生
の
英
会
話
教
室 毎年７月の最終日曜日を中心に行われる

ふるさと美化活動
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す
こ
や
か

ニ
ュ
ー
ス

　

お
年
を
召
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
不

安
に
思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
に
「
転
ん
で

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
」
と

回
答
さ
れ
る
方
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

転
び
や
す
い
足
腰
や
痛
む
関
節
と
言

う
の
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
作
ら
れ

て
い
く
も
の
で
す
。
筋
力
の
低
下
や
痛

み
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
ふ
だ
ん
と
っ

て
い
る
姿
勢
と
体
の
使
い
方
に
あ
り
ま

す
。
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
り
、
足
を
組
ん

だ
り
、
猫
背
で
椅
子
に
腰
掛
け
た
り
と

そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
れ
ば
あ
っ
と
い

う
間
に
関
節
は
変
形
し
、
耐
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
筋
肉
や
関
節
は
悲
鳴
を
上
げ

て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て
動
く
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
結
果
、
筋
力
が
弱
り
転

び
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
し
い
姿
勢
を
マ
ス
タ
ー
し
て
健
康
な

体
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！

＊
頭
が
天
か
ら
糸
で
引
っ
張
ら
れ
て
い

　

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
正
面
を
向
く

＊
背
筋
を
伸
ば
し
、
肩
甲
骨
を
寄
せ
て

　

胸
を
張
る

＊
少
し
、
出
っ
尻
を
心
が
け
る

＊
足
の
裏
全
体
を
床
に
つ
け
る

＊
手
を
腿
の
上
に
載
せ
る

＊
頭
が
天
か
ら
糸
で
引
っ
張
ら
れ
て
い

　

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
正
面
を
向
く

＊
へ
そ
の
下
で
重
心
を
取
る
イ
メ
ー
ジ

　

で
＊
腕
は
体
の
横
に
下
ろ
す

＊
つ
ま
先
は
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
き
、
八

　

の
字
に
し
な
い

●
●
足
の
裏
の
親
指
あ
た
り
に
重
心
を

置
い
て
立
つ
練
習
を
す
る
こ
と
で
、
膝

の
変
形
の
進
行
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
痛
み
の
な
い
範
囲
で
お
試

し
く
だ
さ
い
●
●

　

背
筋
を
伸
ば
す
と
腰
が
疲
れ
る
、
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
背
筋
を
伸
ば
す
こ
と
で
腰
の
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
腰
の
筋

肉
が
弱
い
ま
ま
だ
と
、
他
の
筋
肉
が
３

倍
疲
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
バ
ス
や
病
院
の
待
ち
時
間
な
ど
を

利
用
し
て
正
し
い
姿
勢
の
訓
練
を
心
が

け
れ
ば
、
待
ち
時
間
も
楽
し
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と
き

は
呼
吸
を
深
く
し
て
、
深
い
部
分
の
筋

肉
に
響
か
せ
る
と
効
果
的
で
す
よ
。

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
は
月
１
回
名

瀬
よ
り
運
動
指
導
士
の
先
生
を
お
招
き

し
て
高
齢
の
方
で
も
で
き
る
体
操
を
学

ぶ
「
転
倒
予
防
教
室
」
を
各
集
落
で
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る
介
護
予
防

〜
か
ん
た
ん
転
倒
予
防  
編
〜

中村  光希くん 吉山  詩ちゃん 基  のどかちゃん 山下和太瑠くん 新田  優月ちゃん 松田くららちゃん 都  瞭菜ちゃん

3歳児健診でむし歯ゼロだったよ！

正
し
い
姿
勢

　〈
座
る
と
き
〉

　〈
立
つ
と
き
〉

　

肝
炎
と
は
、
肝
臓
が
炎
症
を
お
こ
し
、

肝
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。

　

肝
炎
の
原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
日
本
で
は
、

「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
」
の
感
染
に
よ
る
「
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
」
が
８
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
放
置
す
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝

硬
変
、
肝
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
日
本
人
の
肝
が
ん
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
血
液
や
体
液
を
介

し
て
感
染
す
る
た
め
、
感
染
ル
ー
ト
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち

に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
今
40
歳
以
上
の
方
は
、
こ

ど
も
の
頃
の
予
防
接
種
の
影
響
で
、
誰

し
も
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
早

期
発
見
す
れ
ば
、
根
治
も
可
能
で
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
40
歳
〜
74
歳
で
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
一
度
も
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
を
対
象
に
、
無
料
で
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
医
師
会
健

診
で
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

〔
日
程
〕
９
月
28
日
〜
30
日

〔
対
象
〕
65
歳
以
上
で
、
５
月
の
肺
が

　

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、
受
診
票

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
受
診
票
が
届

い
た
方
は
、
ご
都
合
の
よ
い
日
時
で
結

核
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
24
日
〜
30
日
ま
で
は
、
結
核
予

防
週
間
で
す
。
結
核
は
過
去
の
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
で
は
現
在

も
、
年
間
約
２
５
、０
０
０
人
の
方
が

結
核
に
か
か
り
、
２
、０
０
０
人
の
方

が
結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
決
し

て
過
去
の
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。
結

核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
咳
が
２
週
間
以
上
お
さ
ま
ら
な

い
。
微
熱
や
痰
・
倦
怠
感
が
続
く
。
血

痰
が
出
る
。
胸
に
痛
み
が
あ
る
。
な
ど

の
症
状
が
あ
る
と
き
は
要
注
意
で
す
。

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。 結

核
検
診
の
お
知
ら
せ
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その2

シ
マ
の
話
題

　

こ
の
夏
に
奄
美
群
島
の
島
々
で
あ
っ

た
、
歩
き
な
が
ら
島
の
歴
史
や
文
化
、

産
業
な
ど
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
あ
ま

み
シ
マ
博
覧
会
」
の
一
貫
と
し
て
７
月

26
日
、『
野
草
を
た
の
し
む
in
喜
界
島
』

が
空
港
臨
海
公
園
（
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
）

で
あ
っ
た
。

　

文
字
ど
お
り
ス
ギ
ラ
周
辺
の
野
草
を

散
策
し
な
が
ら
観
察
し
、「
食
用
か
、

食
用
以
外
に
利
用
法
が
あ
る
か
、
あ
る

い
は
毒
草
か
」
な
ど
を
、
獣
医
師
の
高

坂
嘉
孝
さ
ん
が
解
説
し
た
。

　

高
坂
さ
ん
の
「
島
で
は
や
っ
か
い
者

の
シ
ロ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（
サ
シ
）
は

美
味
で
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
効
果

が
あ
り
、
宮
古
島
で
は
栽
培
し
て
い

る
」、「
ど
こ
に
で
も
あ
る
ハ
マ
ウ
ド
は

あ
く
抜
き
す
れ
ば
大
変
お
い
し
い
」、

「
マ
ル
バ
ナ
ズ
ナ
（
ぺ
ん
ぺ
ん
草
）
は

ピ
リ
ッ
と
し
て
新
鮮
な
味
。
島
な
ら
で

は
の
創
作
料
理
に
使
用
し
て
は
」「
島

に
は
３
種
類
の
ヨ
モ
ギ
が
あ
り
ま
す
」

な
ど
の
解
説
に
、
参
加
者
ら
12
人
は
聞

き
入
り
、「
こ
の
草
の
名
前
は
」、「
食

用
に
な
り
ま
す
か
」
な
ど
と
、
さ
か
ん

に
質
問
も
浴
び
せ
て
い
た
。

　

参
加
し
た
上
園
田
健
さ
ん
は
「
何
気

な
く
見
て
い
た
植
物
の
特
徴
や
効
能
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
大

き
な
息
子
の
小
さ
な
親
孝
行
と
し
て
、

島
の
野
草
を
使
っ
た
料
理
で
、
わ
が
家

の
食
卓
を
に
ぎ
や
か
に
し
た
い
」
と
話

し
た
。

　

荒
木
小
学
校
・
幼
稚
園
の
児
童
・
園

児
ら
が
郷
土
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
な

ど
を
学
ぶ
「
あ
ら
き
わ
ら
び
教
室
」（
光

岡
力
代
表
）
で
は
８
月
10
日
、
鹿
児
島

市
内
で
織
物
店
を
営
む
益
田
勇
吉
さ
ん

（
荒
木
小
出
身
）
を
招
き
、
バ
カ
ス
（
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
し
ぼ
り
か
す
）
や
バ
シ
ョ

ウ
（
バ
ナ
ナ
）
の
幹
か
ら
取
っ
た
繊
維

を
利
用
し
て
和
紙
作
り
に
挑
戦
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
夏
休
み
で
帰
省
中
の
荒

木
２
世
・
３
世
の
子
ど
も
ら
も
含
め
約

60
人
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
、
益
田
さ
ん
や
光
岡
さ
ん
が

和
紙
の
漉
（
す
）
き
方
や
紙
の
形
に
仕

上
げ
る
方
法
な
ど
の
手
本
を
見
せ
る

と
、
子
ど
も
ら
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
和

紙
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

初
め
て
の
和
紙
作
り
に
木
下
龍
希
く

ん
（
荒
木
小
２
年
）
は
「
は
じ
め
は
ヌ

ル
ヌ
ル
し
て
い
た
け
ど
、
す
い
て
い
る

う
ち
に
紙
の
形
に
な
っ
た
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
で
紙
が
で
き
た
の
は
不
思
議
だ
け
ど

宝
物
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

益
田
さ
ん
は
「
身
近
な
物
で
も
工
夫

す
れ
ば
素
敵
な
物
が
で
き
る
。
そ
ん
な

素
材
が
島
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

島
の
す
ば
ら
し
さ
や
創
意
工
夫
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て

欲
し
い
」
と
話
し
た
。

　

鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
７
月
26

日
に
あ
っ
た
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高

校
B
パ
ー
ト
（
小
編
成
部
門
）
で
金
賞

に
輝
き
、
県
代
表
に
選
ば
れ
た
喜
界
高

校
吹
奏
楽
部
（
顧
問
、
西
村
礼
子
教
諭
）

は
８
月
９
日
、
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
あ
っ
た
南
九
州
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
し
、
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

　

県
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
一
昨
年
、
昨
年

と
連
続
し
て
金
賞
を
受
賞
し
た
同
校

は
、
複
数
校
が
選
ば
れ
る
金
賞
の
中
か

ら
、
さ
ら
に
３
校
が
選
ば
れ
る
県
代
表

の
座
は
、
射
止
め
て
な
か
っ
た
。「
今

年
こ
そ
は
」
と
念
願
の
県
代
表
の
切
符

を
得
る
た
め
、
西
村
顧
問
以
下
20
人
の

部
員
は
「
県
で
勝
ち
抜
き
た
い
な
ら
、

九
州
で
一
番
い
い
演
奏
を
し
な
く
て

は
」
と
の
思
い
で
一
丸
と
な
っ
て
練
習

に
励
ん
だ
と
い
う
。

　

そ
ん
な
一
つ
ひ
と
つ
の
音
に
も
妥
協

し
な
い
猛
練
習
の
成
果
が
県
コ
ン
ク
ー

ル
で
発
揮
さ
れ
、
参
加
し
た
25
校
の
中

か
ら
、
見
事
県
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
喜
界
高
校
の
金
賞
受

賞
が
発
表
さ
れ
る
と
部
員
ら
は
拍
手
で

喜
び
、
さ
ら
に
県
代
表
の
発
表
で
喜
界

高
校
の
名
が
呼
ば
れ
る
と
、
全
員
で
喜

び
を
爆
発
さ
せ
、
歓
喜
の
涙
を
流
し
た

と
い
う
。

　

次
の
南
九
州
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
は
二

週
間
し
か
な
く
、
演
奏
曲
が
も
う
一
曲

増
え
る
状
況
の
中
、「
こ
の
20
人
で
し

か
で
き
な
い
音
楽
を
つ
く
ろ
う
」
と
さ

ら
に
練
習
に
励
み
、「
県
コ
ン
ク
ー
ル

の
時
よ
り
も
、
さ
ら
に
自
信
に
満
ち
た

素
晴
ら
し
い
演
奏
」（
西
村
顧
問
）
で
、

各
県
代
表
が
集
う
中
、
見
事
に
優
良
賞

を
受
賞
し
た
。

「
他
県
の
大
勢
の
人
た
ち
の
前
で
演
奏

で
き
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
部
員
ら

は
、
コ
ン
テ
ス
ト
後
も
集
中
力
を
切
ら

す
こ
と
な
く
、
直
後
の
８
月
13
日
に
自

然
休
養
村
で
あ
っ
た
第
３
回
定
期
演
奏

会
で
も
、
県
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏

を
町
民
に
披
露
し
た
。

　

西
村
顧
問
は
「
保
護
者
を
は
じ
め
、

色
ん
な
方
々
の
協
力
や
応
援
が
あ
っ

て
、
今
回
の
結
果
が
残
せ
ま
し
た
」
と

感
謝
し
て
い
る
。

ツルナを手に解説する高坂さん

歩
き
な
が
ら
・
学
び
な
が
ら

 

「
野
草
を
た
の
し
む 　

 
喜
界
島
」

バ
カ
ス
や
バ
シ
ョ
ウ
を
使
っ
て

和
紙
づ
く
り　

ー
荒
木
小
学
校
ー

喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
、
念
願
の
県
代
表
選
出

　
　

南
九
州
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
伸
び
や
か
に
演
奏

和紙づくりに挑戦した荒木の子どもら

南九州コンテスト演奏直後に記念撮影

in
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【ご利用いただける方】
　ご融資の対象となる学校に入学・在学される方の保護者で、次の１または２の方
　　１．世帯の年間収入（所得）が次表の金額以内の方                                                       

　（注）１　「子どもの数」とは、お申し込みいただく方が扶養しているお子さまの人数をいいます。
　　　　　　年齢・就学の有無を問いません。 
　　　　２　「６人以上」の場合は、コールセンター（下に番号記載）へお問い合わせください。

　　２．世帯の年間収入（所得）が９９０万円（７７０万円）以内であって、次の特例要件の
　　　　いずれかに該当する方

【特例要件】
　（１）勤続（営業）年数が３年未満
　（２）居住年数が１年未満

　（３）返済負担率（借入申込人の           　　　　　       ）が３０％超

　（４）借入申込人またはその配偶者が単身赴任
　（５）ご親族などが要介護者または要支援者であって、介護費用を負担
　（６）ご親族などが高額療養費制度または難病患者等に対する医療費に関する公的助成制度を
　　　利用している方であって、療養費を負担
　（７）【災害特例措置】大規模災害により被災（東日本大震災を含みます）
　　　※世帯の年間収入（所得）には、世帯主のほか、配偶者等の収入（所得）も含まれます。
　　　※今年の世帯の年間収入（所得）が上記の金額以内となる見込みのある方はご利用いただけ 
　　　　る場合があります。
　　　※ご親族などでもご利用いただける場合があります。

 「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校などに入学・在学するお子さま
をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。

ご存知ですか!? 「国の教育ローン」

※くわしくは、教育ローンコールセンター（0570 − 008656（ナビダイヤル））または
　鹿児島支店国民生活事業（099 − 224 − 1241）までお問い合わせください。

【ご 融 資 額】学生・生徒１人あたり300万円以内
【利　　　率】年２．８５％（母子家庭は年２．４５％）（平成２３年８月５日現在）
　　　　※災害特例措置：年2.45％（母子家庭は年2.05％）〜平成23年９月30日貸付分まで
【ご返済期間】15年以内（交通遺児家庭または母子家庭は18年以内）
　　　　※災害特例措置：18年以内
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】元利均等毎月払（ボーナス月増額返済も可能）
【保　　　証】公益財団法人教育資金融資保証基金

借入金年間返済額
年間収入（所得）

子どもの人数（注） 　　　　　　　　　　　給与所得者（事業所得者）
　　１人 　　　　　　　　　　　　　　　　  ７９０万円（５９０万円）
　　２人 　　　　　　　　　　　　　　　　  ８９０万円（６８０万円）
　　３人 　　　　　　　　　　　　　　　　  ９９０万円（７７０万円）
　　４人 　　　　　　　　　　　　　　　１，０９０万円（８６０万円）
　　５人 　　　　　　　　　　　　　　　１，１９０万円（９６０万円） 
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〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

塀
に
垂
れ
つ
ぼ
み
数
増
す
ジ
ャ
ス
ミ
ン

の
ほ
ど
よ
き
風
に
花
の
波
打
つ嶺

倉　

祝
子

炎
天
下
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
立
つ
木
々
の

ほ
て
り
沈
め
て
月
の
明さ
や

け
し林　

　

蓮
香

朝
顔
の
白
、
紅
、
紫
、
咲
き
居
れ
ば

庭
に
降
り
立
ち
涼
し
く
眺
む有

村　

道
子

紅
々
と
燃
え
て
ほ
ほ
え
む
さ
る
す
べ
り

日
差
し
を
受
け
て
生
気
満
ち
た
り

平
尾　

チ
ヨ

台か

ぜ風
去
り
て
陽
射
し
の
な
か
に
鼈
べ
っ
こ
う
と
ん
ぼ

甲
蜻

蛉
い
づ
く
よ
り
来
し
我
が
庭
に
舞
う   

弥
島　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

老
ひ
の
波
欠
陥
箇
所
が
か
さ
な
り
て

夫
の
リ
フ
ォ
ー
ム
名
医
に
委
ね豊

島　
　

瞳

な
で
し
こ
の
制
覇
な
し
た
る
世
界
一

列
島
歓
喜
希
望
の
灯
燃
ゆ

前
田
喜
代
美

※
先
月
号
の
前
田
喜
代
美
さ
ん
の

歌
で
、「
吾
子
ら
に
」
と
あ
る
の
は
、

正
し
く
は
「
吾
子
ら
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

夕
暮
れ
に
薄
墨
色
の
雲
た
な
び
き
て

一
幅
の
画え

ぞ
描
き
た
る
想
い井

澤
紀
美
子

汗
か
き
て
庭
の
草
取
り
も
く
も
く
と

終
わ
り
し
後
の
す
が
す
が
し
さ
よ

平
島　

初
子

道
に
沿
い
気
つ
み
探
り
ぬ
旬
の
フ
キ

食
の
一
品
多ま

し
て
美た

の味
し
む島

崎　

久
代

島
に
生
れ
島
に
生
き
つ
ぐ
誇
り
も
ち

島
を
称た
た

う
る
歌
う
た
い
ゆ
く美

代　

イ
シ

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓
⑬

解　

説

　

古
く
か
ら
日
本
に
あ
る
こ

と
わ
ざ
。
染
色
す
る
際
、
灰

汁
を
加
え
る
時
機
は
色
具
合

い
を
見
て
判
断
す
る
よ
う

に
、
時
と
場
合
に
応
じ
て
適

切
な
手
段
を
取
る
こ
と
。「
無

闇
に
物
事
は
行
な
う
な
」
と

い
う
戒
め
。

　

転
じ
て
島
で
は
、『
喜
界
島

の
方
言
集
（
森
豊
良
著
）』
に

よ
れ
ば
「
人
付
き
合
い
は
相

手
の
顔
色
を
観
察
し
な
が
ら

せ
よ
」
と
の
意
味
に
な
っ
た
。

喜
界
歌
壇

イ
ル
ミ
チ

　
　
（
色
を
見
て
）

ア
ク
サ
シ

　
　
（
灰
汁
を
差
せ
）

『
税
で
創
る
、あ
か
る
い
未
来
』

９
月
末
日
は
、

　

国
民
健
康
保
険
税
３
期
分

　
　
　
　

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

喜界町の推計人口
（平成 23 年 9 月 1 日現在）

世帯数・・・3,622 戸（　   11）

人　口・・・8,093 人（　   12）

　男　・・・3,870 人（　    ２）

　女　・・・4,223 人（　   10）

　　　（　　）は前月比

戸
籍
の
窓

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

伊
藤
　
迅と
き
は
る悠

・
大
樹
・
志
戸
桶

原
田
　
喜よ
し
ふ
み文
・
博
文
・
赤
連

岡
本
　
琉る

あ愛
・
秀
明
・
中
里

久
原
　
奈な

こ子
・
竜
也
・
赤
連

榮
　
　
珠じ

ゅ

な花
・
健
太
郎

・
赤
連

野
﨑
れ
い
ら
・
拓
司
・
湾

中
村
　
羽わ

く玖
・
智
樹
・
手
久
津
久

渉
　
　
良
り
ょ
う
さ
く
作
・
良
史
・
湾

山
本
　
湧ゆ
う
げ
ん元

・
浩
二
・
志
戸
桶

芝
山
　
里り

ま真
・
靜
男
・
小
野
津

氏
　
　
名

保
護
者

住
所

川
　
嶺
・
瀧
　
　
太
清
・
80
才

坂
　
嶺
・
春
山
　
勝
敏
・
69
才

浦
　
原
・
平
　
　
新
次
・
84
才

中
　
間
・
喜
園
　
　
睦
・
83
才

羽
　
里
・
平
　
　
義
哉
・
73
才

氏
　
　
名

住
　
所

年
齢

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
お
幸
せ
に

氏
　
　
　
名

住
　
所

松
　
本
　
正
　
仁
・
　
湾

中
　
督
　
里
　
子
・
　
湾

筒
　
井
　
英
　
之
・
羽
　
里

岩
　
崎
　
美
　
枝
・
　
湾

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

手
久
津
久　

新　
　

龍
蔵

　
　
　
　
　
（
６
月
受
付
）

川　

嶺　

瀧　
　

久
子

赤　

連　

前
川　

清
美

坂　

嶺　

春
山　

峯
子

横
須
賀
市　

喜
島　

卓
一

（
湾
出
身
）

中　

間　

喜
園
富
美
枝

　
　
　
　
　
（
８
月
受
付
）

社
協
だ
よ
り

♥♥
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島
に

咲
く

花

Flowers that bloom on KikaiIsland 
ハマユウ（浜木綿）

オクラ（秋葵）

オオハマボウ（大浜朴）

　南アジアから東アジアにかけての海辺に分布するヒガ
ンバナ科ハマオモト属の多年草。種子はコルク質で包ま
れ、外洋を数ヶ月も漂流して生息域を広げる。名前にあ
る木綿とは『木綿のハンカチーフ』の「もめん」ではなく、
楮（こうぞ）の樹皮から取り出した白色の繊維である木
綿（ゆう）を指す。「ゆう」は神事に使用し、榊（サカキ）
に付ける。現在は紙で代用することもある。この花が「ゆ
う」に似ることから浜木綿と名付けられた。
　古くから日本人に親しまれており、柿本人麻呂の「み
熊野の 浦の浜木綿 百重なす 心は思へど 直に逢はぬかも

（三熊野之 浦乃濱木綿 百重成 心者雖念 直不相鴨）」の和

　北東アフリカが原産でアオイ科トロロアオイ属の多年草（日本では冬枯れし
て一年草）。アフリカ・ガーナでの呼び名「nkrama」が英語名の「okra」に転じ、
これが「オクラ」となった。果実の形状から陸蓮根の別名があり、下で紹介す
るオオハマボウに似た花を咲かせる。
　昭和４０年代までは沖縄や鹿児島、静岡の伊豆半島以外では食されておらず、
これらの地域では「ネリ」と呼ばれていた。実を刻んだときにでる粘り気は大
変体によく、良質な食物繊維である。他に、多種多様なビタミンやミネラルな
どが含まれている。また、下痢や便秘を止める整腸作用もあり、種子はコーヒー
豆の代用になる。
　花言葉は「恋の病」「恋によって身が細る」。

　世界中の熱帯・亜熱帯地域の海岸線、日本では種子島以南に自生するアオイ
科フヨウ属の落葉小高木。オクラの花に似た黄色い花は、夕方には赤く変色する。
沖縄の方言で「ユウナ」。ユウナは「沖積地（ちゅうせきち）。流れによって河
口や河岸などに土砂が堆積した場所」のこと。奄美の島々でも「ユウナ」「ユウ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナギ」と呼ばれる。

　樹皮はロープや漁網
の材料、材は水中眼鏡、
葉は咳止めや腫れ止め、
根は解熱の民間薬の他、
トイレ用・包装用の紙
の代用品、食器の代わ
りなどに使われた。
　秋篠宮家第二女子・佳子内親王のお印である。
　花言葉は「清康」（清康とは「気持ちがさわやかで健康」
の意味）。

歌が万葉集に残っている。「熊野の浜辺のハマユウのように、あな
たと寄り添いたいと心で願っても、逢うことすらできないのでしょ
うね（※ハマユウの茎は年輪やネギのように薄い皮が幾重にも重な
る）」と解釈されている。
　宮崎県の県花で、宮崎市と鹿児島市を結ぶ高速バスの名称は『は
まゆう号』である。
　花言葉は「どこか遠くへ」「けがれがない」。 vol.

39

9月
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母
校
訪
問志

戸
桶
小
学
校

　

志
戸
桶
小
学
校
の
前

身
は
明
治
11
年
９
月
、

沖
名
小
学
校
と
し
て
開

校
し
た
。
そ
の
後
、
東

尋
常
小
学
校
や
早
町
尋

常
小
学
校
の
志
戸
桶
分

教
場
、
志
戸
桶
尋
常
小

学
校
、
志
戸
桶
国
民
学

校
と
変
遷
し
、
昭
和
23

年
、
早
町
村
立
志
戸
桶

小
学
校
と
な
り
、
さ
ら

に
昭
和
31
年
、
町
村
合

併
に
よ
り
喜
界
町
立
志

戸
桶
小
学
校
と
な
っ
て

現
在
に
い
た
る
。
本
年

は
創
立
１
３
３
周
年
に

な
る
。

　

現
在
は
、「
シ
ス
テ
ム
上
だ
け
の
学
校
」、

「
勉
強
の
た
め
の
勉
強
を
す
る
学
校
」
で

は
な
く
「
物
語
の
あ
る
学
校
」
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
学
校
運
営
を
し
て
い
る
。

　

教
師
と
児
童
が
「
何
を
し
た
い
か
。
楽

し
み
た
い
か
」
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ら
の

目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
児
童

み
ず
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
、
授
業
や
家
庭
で

の
学
習
に
活
か
し
て
い
る
。

　

校
区
内
に
は
、
平
家
上
陸
の
地
や
七
城

跡
が
あ
り
、
畜
産
を
は
じ
め
と
す
る
農
業

が
さ
か
ん
で
あ
る
た
め
、七
城
の
時
間
（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）
で
は
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
体
験
（
き

び
づ
く
り
や
コ
メ
づ
く
り
、
ゴ
マ
や
グ
ァ

バ
な
ど
を
使
っ
た
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
づ

く
り
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
と

地
域
を
つ
な
ぐ
文
化
祭
で
あ
る
「
志
戸
桶

フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
収
穫
し
た
コ
メ

で
児
童
ら
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
の
販

売
を
す
る
な
ど
、
児
童
ら
の
主
体
性

に
主
眼
を
お
い
た
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
も
さ
か
ん
で
、

特
に
相
撲
は
校
内
大
会
の
他
、
六
月

灯
や
豊
年
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と

に
大
会
を
開
き
、
地
域
住
民
の
大
き

な
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

昭和25年頃（サンゴの石垣にカヤ葺き屋根）

志小ブランドおにぎりを販売
敷地内でとれるクチャミチャ（島尻層の粘土）で
“ 志戸桶焼 ” づくり

手製の郷土カルタでカルタ取り大会

校長：馬場善和（第32代）、教職員12人・児童数45人・学級数5

お
も
い
で
は
永
遠
に
⑥

年度 児童数 学級数
昭和43 244 6
　　47 174 6
　　50 134 6
　　55 131 6
　　60 123 6
平成元 113 6
　　 5 83 6
　　10 61 6
　　15 47 5
　　21 56 6

児童数等の推移

学
校
概
要

 

　
校
　
歌

　
　
　
　

作
詞　

吉
田 

定
一
郎 

　
　
　
　

補
作　

村
山　

家 

国 

　
　
　
　

作
曲　

田
畑　

正 

隆 

一 

明
け
ゆ
く
朝
の
陽
に
映
え
て

　

 

黒
潮
近
く
寄
る
と
こ
ろ

　

 

わ
れ
ら
仲
よ
く
ほ
が
ら
か
に

　

 

学
ぶ　

志
戸
桶
小
学
校

　

 

希
望
の
鐘
が
鳴
っ
て
い
る

二 

そ
の
か
み
遠
く
ふ
る
さ
と
の

　

 

岩
に
根
ざ
し
た
天
の
梅

　

 

絶
え
ず
た
ゆ
ま
ず
い
っ
し
ん
に

　

 

励
む　

志
戸
桶
小
学
校

　

 

豊
か
な
花
が
咲
い
て
い
る

三 

ゆ
か
し
い
歴
史
誇
ら
か
に

　

 

七
城
お
ろ
し
吹
く
庭
で

　

 

心
と
か
ら
だ
き
た
え
つ
つ

　

 

進
む　

志
戸
桶
小
学
校

　

 

日
本
の
明
日
が
待
っ
て
い
る

のぞみ幼稚園開園（来年4月）に向けて改修工事がすすむ

〈
校　

訓
〉

強
く

正
し
く

未
来
へ

　

は
ば
た
け


